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タイの高級ばね用設備の営業運転開始と 

英国における異形鋼線事業会社買収について 

 

当社は、伸長するアジアの自動車市場向けの製造基盤を固めるべく、2011年春にタ

イ・スペシャル・ワイヤ社（ＴＳＷ）を子会社化し、高級ばね用鋼線設備の増強工事（習

志野工場からの伸線機移設、渦流探傷装置（ＥＣＴ）増設および伸線機、パテンティン

グ炉の新設等）を順次行ってきましたが、昨年中に設備の設置・試運転を終え、年初か

ら本格的な営業運転を開始しました。途中、大洪水に見舞われましたが、社員の頑張り

により、ほぼ当初工期に沿った生産体制が出来上がりました。これにより、ＴＳＷのば

ね用鋼線の生産は、月300ﾄﾝ増の1400ﾄﾝ体制となります。早期に設備投資効果を発揮し、

アジアにおける二輪向けに加え、四輪向け販売を拡大いたします。 

 

あわせて当社は、子会社のSuzuki Garphyttan AB（ＳＧ）による、英国異形鋼線メー

カー KTS Wire Limited（ＫＴＳ）の買収・子会社化を決定しました。ＫＴＳは、英国

ウエストヨークシャー州リーズ市に拠点を置く異形鋼線メーカーで、売上げ規模は年間

約10億円、自動車用部品やベッド、家電、家庭用品等幅広い用途に向けた特色ある製品

を製造し、販売先も欧州・アフリカ・中近東、北米と広範囲にわたります。当社、ＳＧ

ともに異形鋼線の製造・販売を行っており、今後は技術面での３社のシナジー効果や、

ＳＧとＫＴＳは同じ欧州に製造拠点を有することから、お互いの強みを活かした製造面

での分担、販売面ではＳＧ・ＫＴＳ一体となったマーケッティング・拡販が期待できま

す。 

当社グループの主力は自動車向けの鋼線（オイルテンパー線、ピアノ線等）ですが、

自動車分野だけでなく、他分野向けのハイエンド製品の拡充も目指してまいります。 

なお、ＫＴＳの概要は以下のとおりです。 
 

(1) 名 称 KTS Wire Limited 

(2) 所 在 地 英国ウエストヨークシャー州リーズ市 

(3) 代 表 者 Stephen David Longbottom 

(4) 事業内容 異形鋼線の製造及び販売 

(5) 従業員数 50 名 

(6) 設立年月 2008 年 11 月（創業 1953 年） 

(7) 株 主 
Frontline Investment Opportunities LLP  60% 

その他マネジメントメンバー              40% 

(8) 売 上 高 約 10 億円（2012 年度実績） 

 

以上 


